
１
５
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
１
５ 年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 
古
代
、
女
性
に
そ
の
名
を
問
う
こ
と
は<

Ａ 
 
 

>

を
意
味
し
た
。（
１
）
万
葉
集
巻
頭
の
歌
も
、

菜
を
摘
む
娘
に
「
あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
家
の
人
か
。
名
前
を
教
え
て
」
と
迫
っ
て
い
る
。
名
前
に
は

そ
の
人
の
魂
が
こ
も
り
、
名
乗
る
こ
と
は
魂
を
相
手
に
渡
す
こ
と
、
結
婚
を
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
っ

た
と
い
う
▼
確
か
に
名
前
に
は
不
思
議
な
力
が
①
ヤ
ド
（ 

 

）
る
。
作
家
（
２
）
三
島
由
紀
夫
の

本
名
は
平
岡
②
公
威
（ 

 
 
 

）。
若
々
し
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
比
べ
、
③
ソ
ウ
チ
ョ
ウ
（ 

 
 

）

な
感
じ
だ
。
も
し
本
名
で
書
い
て
い
た
ら
、
あ
の
若
さ
で
死
を
④
ト
（ 

 

）
げ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
と
い
う
見
方
を
、
ど
こ
か
で
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
▼
名
前
に
人
生
を
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
⑤
呪
縛
（ 

 
 
 

）
さ
れ
る
。
そ
こ
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
微
妙
な
影
響
を
受
け
る

こ
と
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
名
前
の
方
も
、
時
代
の
影
響
を
⑥
被
（ 

 
 

）
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

「
子
」
の
つ
く
名
の
女
子
が
多
か
っ
た
昭
和
は
随
分
遠
の
い
た
▼
名
づ
け
に
は
子
ど
も
の
幸
せ
を
願

う
親
の
愛
が
映
る
。
他
人
と
間
違
え
ら
れ
な
い
た
め
に
、
が
命
名
の
根
本
条
件
だ
と
い
っ
た
の
は
批

評
家
の
（
３
）
小
林
秀
雄
だ
が
、
世
の
中
に
た
っ
た
一
つ
と
い
う
個
性
の
追
求
も
昨
今
は
当
た
り
前

だ
▼
明
治
安
田
生
命
保
険
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
、
読
み
方
の
難
し
い
名
が
並

ぶ
。
例
え
ば
男
子
の
⑦
大
翔
（ 

 
 

）、
女
子
の
⑧
結
愛
（ 

 
 

）
。（
４
）
思
い
の
詰
ま
っ
た

漢
字
の
選
び
方
、
そ
し
て
そ
の
自
由
（
５
）
ホ
ン
ポ
ウ
な
読
ま
せ
方
に
目
を
み
は
る
▼
文
筆
家
伊
東

ひ
と
み
さ
ん
の
近
著
『
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
の
大
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
漢
字
は
今
や
、
そ
の
起
源
や
来

歴
か
ら
⑧
カ
ク
ゼ
ツ
（ 

 
 

）
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
優
先
の
「
感
字
」
と
化
し
た
の
か
も
知
れ
な
い

と
い
う
。
⑩
ト
ウ
セ
ツ
（ 

 
 

）
の
名
づ
け
の
特
徴
と
歴
史
的
背
景
を
分
析
し
て
鋭
い
。 

〔
２
０
１
５
年
７
月
６
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

文
脈
か
ら
考
え
て
、<

Ａ>

に
あ
て
は
ま
る
２
字
熟
語
を
書
き
入
れ
よ
う
。 

問
三 

傍
線
部
（
１
）
を
調
べ
て
、
雄
略
天
皇
御
製
の
そ
の
歌
を
調
べ
て
書
い
て
お
こ
う
。 

 

（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

問
四 

傍
線
部
（
２
）
の
作
品
で
な
い
も
の
の
記
号
を
○
で
囲
も
う
。 

 
 

ア 

『
潮
騒
』 

 

イ 

『
憂
国
』 

 

ウ 

『
范
の
犯
罪
』 

エ 

『
金
閣
寺
』 

問
五 

傍
線
部
（
３
）
の
作
品
で
な
い
も
の
の
記
号
を
○
で
囲
も
う
。 

 
 

ア 

『
本
居
宣
長
』 

イ 

『
私
小
説
論
』 

ウ 

『
紀
貫
之
』 

エ 

『
近
代
絵
画
』 

問
六 

傍
線
部
（
４
）
と
あ
る
が
、
例
え
ば
「
大
翔
」
に
は
ど
ん
な
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
か
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

問
七 

傍
線
部
（
５
）
を
漢
字
に
直
し
、
そ
の
意
味
を
答
え
よ
う
。 

 
 

漢
字
（ 

 
 

）
意
味
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

問
八 

自
分
の
名
前
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
調
べ
て
み
よ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

 


